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研究成果の概要（和文）：本研究は研究代表者が行ってきた咬筋痛を伴う顎関節症患者の咬筋の内部性状の精
査、特にその浮腫性変化についてMRIのT2 mapでT2値の変化として捉えるという手法を、3T MRIとヒストグラム
分析を用いることによってより精細な検討が行えるようにするということが目的であった。しかしながら、研究
期間を通じて3T MRIの咬筋痛に対する精査への応用は困難であり、この問題が解決しないまま研究期間を終え
た。この検討結果については研究期間最終年度に専門学会にて発表し、意見収集を行っている。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this research was to enable more detailed examination of the 
internal conditions of the masseter muscle of patients with temporomandibular joint disorders 
associated with masseter pain, especially to evaluate the edematous change as a change in T2 value 
on MRI T2 map by using histogram analysis and 3T MRI. However, it was difficult to apply 3T MRI to 
the examination of masseter pain throughout the period of this study, and the study period was 
completed without solving this problem.  We reported the results of this study at the academic 
conference in the final year of the study period, and collected opinions.

研究分野： 歯科放射線学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
画像診断あるいは研究のために1.5Ｔ MRIで歯科領域に応用されていた撮像シークエンスは、３Ｔに応用する際
には口腔内という磁化率の差の大きな物体が混在する環境での撮像の難しさを考慮する必要がある。今回の研究
で得られた成果は当初の予定とは異なりこの点のみであったが、この成果は自らの今後の研究、また関連する研
究行っている研究者に周知されることで歯科における高磁場ＭＲＩの応用という分野の研究面での環境整理が進
むものと思われる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

現在までに顎関節症の治療方法は長足の進歩を遂げ、世界的には DC/TMD による診断

基準の標準化、本邦においても 2013 年に「顎関節症の概念」「「顎関節症と鑑別を要す

る疾患あるいは障害」「「顎関節・咀嚼筋の疾患あるいは障害」「顎関節症の病態分類」

の改定を通じて顎関節症に対する診断基準の修正が行われ、臨床現場で顎関節症に苦し

む患者とその治療にあたる歯科医師に多大な貢献を果たしていると言える。 

しかしながら、顎関節症における重要な病態の一つである咀嚼筋痛はいまだ原因を突き

止めることが困難であり、治療は対処療法的なものに頼らざるを得ないのが現状である。

そして、咀嚼筋痛の中でも咬筋痛の占める割合は最も高い。 

 

２．研究の目的 

本研究の目的はこれまで研究代表者が行ってきた顎関節症における咬筋痛に対して T2

マップを用いた評価を引き継ぎ、3 テスラ MRI による高磁場・高空間分解能での咬筋

内のわずかな T2 値変化の検出と T2 マップデータのヒストグラム分析による解析を行

うことによってより精度の高い画像診断法を確立し、顎関節治療における新しい地平を

開拓することである。 

 

 
３．研究の方法 

本研究は 2 年での研究を計画していた。1 年間の臨床予備研究に続く 1 年間の臨床研究

である。以下に詳細を述べる。 

平成 30 年度： 

予備実験として、健常者ボランティア 10 名に対して T2 マップ作成を含む MRI 検査を

施行する。この段階で高磁場 MRI の特性を最大限に生かせるような T2 マップ作成用

のシークエンスを求める。それは高い空間分解能かつ微細な T2 値分布の変化も捉えら

れるようなものでなければならない。また、評価方法としてのヒストグラム分析につい

てもボランティアのデータを用いて有用性の検討を行う。 

平成 31 年度： 

予備実験にて確立されたシークエンス、ヒストグラム分析の手法をもとに臨床実験を行

う。臨床的に咬筋痛を伴った顎関節症の患者に対して本研究の同意を得た後、初回の

MRI で顎関節症全体の画像診断とともに T2 マップ作成のための追加撮影を行い、対象

患者の咬筋状態を詳細に調べる。臨床症状としての痛みと T2 マップ上での変化は関連

性がについて、これまで報告されてきた結果からさらに踏み込んだ詳細な結果（具体的

には痛みの局在と T2 値の分布、痛みの程度と T2 値－分布・変化の関係、咀嚼機能と

T2 値分布の関係等）が得られるように検討を進める。このようにして得られた知見を

文献と関連学会、隣接他科との協議、情報収集を通じて考察し、咬筋痛を伴う顎関節症

の治療に有用な画像情報が採取できる手法を確立し、顎関節治療に対する新たな地平を

切り開く。 



 
４．研究成果 

研究期間を通じて 3T MRI の咬筋痛に対する精査への応用は(1)撮像範囲の辺縁に補正

困難な歪みが生じ、これが T2 map 上での T2 値の計測に影響を与えたこと、(2)咬筋が

撮像範囲の中心にないことの 2点によって困難であり、この問題が解決しないまま研究

期間を終えた。この検討結果については研究期間最終年度に専門学会にて発表し、意見 

収集を行っている（3T MRI を用いた T2 map による顎関節症患者の咬筋内部性状検討に

先立つ T2 map の作成方法の検討．NPO 法人日本歯科放射線学会第 229 回関東地方会・

第 39 回北日本地方会・第 27 回合同地方会，2019 年 7 月 13 日開催）。ただ、咬筋の内

部性状の画像的な精査についてはこれまでの 1.5T MRI で得られた臨床データを用いて

検討を進め、片側咬筋痛のある場合、痛みの種類(圧痛、運動痛、自発痛)によって T2 

map 上の T2 値に差が生じるかを検討した。その結果圧痛のみが痛みのある側で痛みの

ない側より有意に高い T2 値を示すことが分かった。この検討結果は学術雑誌 Oral Surg 

Oral Med Oral Pathol Oral Radiol.に The Relationship Between Masseter Muscle 

Pain and T2 Values in Temporomandibular Joint Disorders として投稿し、掲載済で

ある(2018 年 10 月;126(4):349-354.)。 
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